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第４章 テクノインストラクターの人材育成の仕組み(研修の見せ方) 

 

第１節 人材育成の仕組み 

 

１－１ 人材育成の仕組みの検討 

（１）背景と目的 

昨今のテクノインストラクター数の減少を鑑みると、業務過多による研修受講機

会の喪失から、テクノインストラクターのスキルアップ及び職業訓練の質の担保が

困難な状況となっている。テクノインストラクターは、技術革新により多様化・高度

化する職業訓練をおこなうだけでなく、地域の人材ニーズに基づく職業訓練計画の

策定、訓練指導、就職支援、訓練内容の評価・改善などの幅広い能力が求められてい

る。特に、ものづくり分野の職業能力開発を推進する上で専門分野の技能・技術を付

与する指導力が必要となっている。また、第４次産業革命に対応した人材育成、生産

性向上に資する支援・企業内訓練の推進など、職業訓練を担うテクノインストラクタ

ーが産業界から求められる期待は、ますます高まっている。産業界からの人材ニーズ

への柔軟な対応、職業訓練の「硬直化・陳腐化の抑止」「質の担保」や「円滑な技能・

技術の継承」が重要となることから、テクノインストラクターの人材育成は必要不可

欠といえる。 

テクノインストラクターがスキルアップを図る手段の一つには、指導員研修の受

講が挙げられる。現在、指導員研修の内容は、能開施設へ送付された研修要綱、及び

職業大ホームページ(以下、「職業大 HP」という。)に掲載された研修内容等を公開す

ることでテクノインストラクターに情報提供がなされている。職業大が実施する指

導員研修は数が多いため、テクノインストラクター自身が必要とする指導員研修を

容易に検索・確認ができる仕組みを構築することが重要であり、テクノインストラク

ターのスキルアップ及びハロートレーニングの更なる質の向上につながると考える。 

以上の背景を踏まえ、テクノインストラクターのスキルアップ及びハロートレー

ニングの更なる質の向上を目的とし、指導員研修の見せ方を検討することとした。 

 

（２）指導員研修の見せ方 

指導員研修の見せ方を検討するにあたり、平成 28 から 29 年に基盤センターがお

こなった「職業訓練指導員に必要となる技能・技術要素の明確化と体系化等に関する

調査研究」で開発した職業訓練指導員スキルマップ(訓練系・科別)(共通能力)(以下、

「スキルマップ」という。)及びスキルシート(技能・技術)(以下、「スキルシート」

という。)を活用することとした。スキルマップは、テクノインストラクターの各訓

練科において必要な専門能力を整理し、体系化した表である。また、スキルシートは、

各技能・技術要素について、どこまでの知識や技能・技術を有していればその能力を
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習得しているとするかを明確にするため、技能・技術要素ごとに到達水準や能力の細

目等を示したシートである。なお、自身においてスキルマップ上の各技能・技術要素

にチェックを入れることで、レーダーチャートにより習得している・不足している専

門スキルを明確にすることができる。これは、今後の OJT や研修及び自己研鑽の計

画を立てる指標となる。 

人材育成の見せ方を指導員研修と関連づけるにあたり、スキルマップ及びスキル

シートを活用し、人材育成支援につながるツールの開発を検討することとした。 

 

（３）仕様 

必要な指導員研修が容易に検索でき、確認できること  

 

（４）対象者 

テクノインストラクター 

 

（５）活用場所 

イ．職業大 HP 

ロ．基盤 HP 

 

１－２ 人材育成支援ツール（仮称）の開発 

テクノインストラクター個人が、習得している・不足している専門スキルを把握し、不

足している専門スキルを補完することが自身のスキルアップにつながる。スキルアップ

の道標となるスキルマップを基に、各訓練科の「技能・技術分野(ものづくり訓練の分類

体系)」の小分類と指導員研修を紐づけし、各訓練科の小分類ごとに指導員研修が見える

「人材育成支援ツール(仮称)」(以下、「開発ツール」という。)を開発した。 

開発ツールを作成した訓練科は、元々職業訓練指導員スキルマップが整備されている

都道府県で多く実施している普通職業訓練 21 科、機構で実施しているアビリティ訓練６

科及び高度職業訓練４科。また、訓練科だけでなく、専門性に関わらない共通で必要な業

務遂行能力を整理した共通能力に加え、新たに普通職業訓練の自動車整備科についても

作成した。今回作成した訓練科の一覧を図４－１に示す。なお、開発ツールについては、

基盤センターが管理及び運営している基盤 HP(図４－２)にて情報を公開しており、無償

でツールのダウンロードが可能である。 
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【普通職業訓練(22 科)】 

 

 

 

【アビリティ訓練(６科)】           【高度職業訓練(４科)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【共通能力(１)】 

 

 

 

図４－１  職業訓練指導員スキルマップを整備した科  

 

 

 

 

 

訓練系 訓練科名 

金属加工系 塑性加工科 溶接科 構造物鉄工科 

機械系 
機械加工科 精密加工科 機械製図科 

機械技術科   

電気・電子系 
製造設備科 電子機器科 電気機器科 

コンピュータ制御科   

電力系 電気工事科 電気設備科 電気設備管理科 

建設施工系 木造建築科 建築設計科  

設備施工系 冷凍空調設備科 配管科 住宅設備機器科 

通信系 電気通信科   

メカトロニクス系 メカトロニクス科   

自動車系 自動車整備科   

訓練科名 

機械設計・加工系訓練科 

金属加工系訓練科 

電気系訓練科 

電子情報系訓練科 

建築設計・施工訓練科 

ビル管理・建築設備系訓練科 

訓練科名 

生産技術科 

電気エネルギー制御科 

電子情報技術科 

建築・住居環境科 

共通能力 
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図４－２  基盤ＨＰ (トップページ ) 
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第２節 開発ツールの活用方法 

 

この節では、開発ツールを活用する方法を具体的に述べる。 

 

【自己のスキルチェックから研修計画等を作成する。】 

 

【手順１ 基盤 HP の確認】 

基盤 HP の「テクノインストラクターの能力体系」のページを表示し、「職業訓練指導員

スキルマップ(訓練系・科別)」を選択する。(図４－３) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－３  基盤ＨＰ「テクノインストラクターの能力体系」  

 

クリック 
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【手順２ 職業訓練指導員スキルマップの表示】 

所属している、または目的の訓練科のスキルマップを選択し、表示する。(図４－４) 

 

 

 

 

 

図４－４  「職業訓練指導員スキルマップ」の選択 (塑性加工科の例 ) 

 

  

クリック 
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【手順３ 職業訓練指導員スキルマップのダウンロード】 

目的の訓練科のスキルマップを基盤 HP からダウンロードする。(図４－５) 

 

 

 

図４－５  「ダウンロード (研修コース検索・スキルチェックあり )」の選択  

(塑性加工科の例 ) 

 

 

  

クリック 
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【手順４ スキルの自己確認】 

ダウンロードしたスキルマップの技能・技術要素を見て、現在自分が有している要素に

チェックを入れる。(図４－６) 

 

 

図４－６  スキルマップのチェック (塑性加工科の例 ) 

 

各技能・技術要素の有している能力の詳細は、スキルシートを見て確認する。 

スキルマップの技能・技術要素を選択すると、当該スキルシートが表示される。 

(図４－７) 

※自動車整備科のスキルシートは、未整備である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－７  スキルシートの表示 (工業材料 (基礎 )の例 ) 

職業訓練指導員スキルマップ

大分類名 中分類名 分類番号 小分類名

A 設計・開発 1 材料特性／材料評価 A-1-01 機械材料

工業材料（基礎） 工業材料（応用）

2 機械設計 A-2-02 機械設計／機械製図
機械製図 ３次元ＣＡＤ 部品設計
２次元ＣＡＤ 材料力学（応用） 3次元ＣＡＤアセンブリ設計

材料力学（基礎） 製品設計

機械工学 機械要素設計

A-2-03 治工具設計
治工具設計

A-2-04 金型設計

射出成型金型設計
プレス金型設計

B 加工・組立 1 機械加工 B-1-01 汎用機械加工
旋盤（基本） 旋盤（応用） 難削材加工

フライス盤（基本） フライス盤（応用） 複合加工

B-1-02 NC機械加工

ＮＣ旋盤 高能率・高精度加工

マシニングセンタ

ＣＡＭ

B-1-03 放電加工/高エネルギー加工

ワイヤ放電加工

B-1-04 精密加工

平面研削盤

B-1-05 仕上げ加工

手仕上げ

B-1-06 切削工具研削

工具研削

2 金属加工／成形加工 B-2-01 板金加工

曲げ加工基本 レーザー加工

B-2-02 溶接加工／製缶加工

被覆アーク溶接

ガス溶接

炭酸ガスアーク溶接

TIG溶接

B-2-04 プレス加工／プレス金型

プレス加工作業

B-2-05 射出成型加工／プラスチック金型

射出成型加工

B-2-06 金属熱処理／金属表面処理

金属熱処理（基礎） 金属熱処理（応用）

3 機器組立/システム組立 B-3-01 精密機器組立／機械組立

機械組み立て仕上げ

D 検査 1 測定・検査 D-1-01 機械精密測定／機械検査

測定（基本） 測定（応用） ３次元測定

D-1-03 設備検査／設備診断（機械／電気）

設備診断技術
X 保全･管理 1 生産設備保全 X-1-01 機械保全

機械保全

3 工場管理 X-3-01 生産管理

生産工学 生産管理

X-3-02 品質管理／技術管理

現場改善技法

X-3-03 品質管理

品質管理

Ｚ 教育・安全 2 安全衛生 Z-2-01 安全管理

安全衛生 安全管理

23

普通職業訓練 機械加工科

技能・技術分野（ものづくり訓練の分類体系）

技能・技術の小分類数

キャリア

ステップ１ ステップ２ ステップ３

クリック スキルシート

分類番号 A101-M21 分類 機械材料 レベル L2

関連資格等

技能・技術要素 工業材料（基礎）

到達水準 非鉄金属、高分子材料、セラミックス等について知っていること

能力の細目

・非鉄金属材料について知っている
・高分子材料について知っている
・セラミックス材料について知っている
・機能性先端材料についてしっている
・安全衛生作業ができる
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【手順５ スキルチェック結果の確認】 

有している要素すべてにチェックを入れた後、スキルチェック結果シートを選択(図４－

８)し、スキルチェック結果を表示する。(図４－９) 

 

 

 

 

 

 

 

図４－８  スキルチェック結果シートを選択 (機械加工科の例 ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－９  スキルチェック結果の表示 (機械加工科の例 ) 

 

図４－７のようにチェックした場合、図４－９の結果となる。この場合は、機械加工科

の軸である設計・開発及び加工・組立をより習得する必要があり、保全・管理も将来的に習

得していく必要があることがわかる。 

以上を踏まえて、今後の OJT や研修および自己研鑽の計画を立てる。自分に足りない技

能・技術要素は当該スキルシートを参考に、指導員研修等を検索し確認する。 

  

選択 
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【手順６ 職業大で実施する関連する指導員研修一覧の表示】 

習得したい技能・技術要素(小分類)を選択し、関連する職業大の研修一覧を表示する。

(図４－９) 

 

 

 

図４－９  「関連研修一覧へ」の選択 (塑性加工科 _機械設計・機械製図の例 ) 

 

 

【手順７ 指導員研修のカリキュラムの表示】 

研修内容・項目等確認したい研修名を選択し、カリキュラムを表示する。(図４－10) 

 

 

図４－１０  研修の選択 (塑性加工科 _機械設計・機械製図の例 ) 

―「３次元ＣＡＤによるサーフェスモデリング技術」 の選択―  

 

  

クリック 

クリック 
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表示された当該研修カリキュラム。(図４－11) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－１１  研修カリキュラムの表示  

(３次元ＣＡＤによるサーフェスモデリング技術の例 ) 
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第３節 スキルマップの整備 

 

３－１ 自動車整備科スキルマップの整備 

（１）概要 

第１節で述べたように、「職業訓練指導員に必要となる技能・技術要素の明確化と体

系化等に関する調査研究」において、多くの訓練科におけるスキルマップは開発・整備

されている。しかしながら、自動車整備科については、公共職業訓練施設において最も

多く設置されているが、スキルマップが開発されていない状況であったため新たに整

備した。なお、スキルシートの整備については、今後検討することとした。 

 

（２）ヒアリング調査 

スキルマップの作成にあたり、テクノインストラクターに必要な技能・技術要素の調

査として、下記３県の該当部等へヒアリング調査をおこなった。調査項目は以下５項

目である。 

    イ．スキルマップの大・中・小分類の分け方が適切であるかについて 

    ロ．要素(ステップ１～３)の過不足について 

  ハ．各要素の名称が適切であるかについて 

    ニ．各要素のステップ分けが適切であるかについて 

    ホ．その他 

 

【実施施設及び対応者】 

    ○千葉県立旭高等技術専門校 

実施日：令和２年７月６日(月) 

対応者：訓練課長、上席職業訓練指導員 

 

    ○埼玉県立春日部高等技術専門校 

実施日：令和２年９月 24 日(木) 

対応者：訓練担当部長 

  

    ○神奈川県立総合職業技術校 

実施日：令和２年 10 月６日(火) 

対応者：工業技術課長、副技幹(２名) 
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（３）ヒアリング結果 

スキルマップについては、調査項目に従ってヒアリングを実施した結果、概ね理解さ

れ了承を得た。また、その他として以下の意見等を紹介する。 

ａ スキルマップについて 

・スキルマップがテクノインストラクターの道標となるように期待している。 

・他分野もだが、自動車産業においても新技術導入が顕著である。動向を見ながらテク

ノインストラクターに求められる要素が増えてきた際に、このスキルマップをより

活用できるよう進化させてほしい。 

・スキルマップは、定期的なメンテナンスが必要である。 

・２年間の訓練期間は変わらないが、新しい要素が導入されている状況で、その要素を

増やすのであればどの要素を減らしていいものか。自動車整備士を取得させるため

で、試験内容が変わらなければ、現状がベターで新しい要素は必要ない。 

ｂ その他 

・テクノインストラクターになって求められる要素もあり、研修の充実を期待したい。 

・自動車整備科のほとんどの指導員は、民間で現場経験を積み、指導員免許を取得した

者になるため、即戦力として採用してきた。自動車整備士２級を受講生に取得させら

れる技能・技術があれば採用している。一から育成することはないし、仕組みもな

い。 

・自動車整備科に限らず、他科のテクノインストラクターも人員不足が否めないため、

制度の問題もあるが、人員が増加することを期待している。 

 

（４）まとめ 

ヒアリング調査結果や研究会の意見から、テクノインストラクターの能力体系や研

修体系は育成をおこなう際の指標として重要であり、必要であることが確認できた。 

 

 

第４節 まとめ 

 

  この章では、過去の調査研究と指導員研修を基にして、テクノインストラクターのスキ

ルアップにつなげる開発ツールの開発及びその活用方法について報告した。 

  なお、設置科数が多い訓練科に係る職業訓練指導員スキルマップ及び研修一覧は、巻末

資料に添付する。 

 

〇職業訓練指導員スキルマップ及び研修一覧・・・・・・・巻末資料６ 

 



 

 
 

 

 


